


























































































































































































































































































　オ 「 … 邑 征（ 合 集19851正 ＝ 乙8674）」〈 骨 材、
B119出土〉
とあり、敵国である「方」が、殷の都である「商邑」
を攻撃するか否かを問うたり、「邑」が攻撃にさら
されないかを問う卜辞に解せられるものがある注⑮。
　また、
　カ 「癸亥卜、扶、方至、今日（合集20483）」〈骨材〉
　キ「乙巳、方至…（合集20484）」〈材質不明〉
　ク「庚午卜、王、方至今日（合集19777）」〈亀材〉
とあり、敵国である「方」が「今日（昼間）」とい
う時間内に「至」るか否かが占われている。なお、
ク卜辞は、「肥筆類」に属すが、大字ではない。さ
らに、
　ケ 「戊申、王、令庚追方（合集20462＝甲243）」〈亀
材、36坑出土〉
　コ 「乙亥卜、令虎追方（合集20463反＝乙9085）」〈骨
材、YH344西出土〉
　サ 「戊戌卜、扶、歩今日追方（合集20460）」〈亀材、
横十三丙北支出土〉
とあり、「庚」や「虎」という、味方の将軍に「方」
を追撃させることを問う。「庚」はまた、
　シ 「…目燎曰、庚其捍
2401
（合集20555＝乙9066）」〈骨
材、YH344東出土〉
とあるように、「庚」には、殷の都邑を捍禦せしめ
ようとする文言もみえる。「庚」の敵国攻撃と殷都
捍衛の役目のあったことが知られる。なお、ケと
サの両卜辞は、「肥筆類」であるが、大字ではない。
また、
　ス「乙卯卜、王亡宮（合集20306）」〈亀材〉
とある。この卜辞には大字と小字をふくむが、「肥
筆類」にはちがいない。「亡宮」が具体的に何を意
味するか断定はできないが、「宮」という建築物の
消失の可能性を問うた卜辞らしい。
　以上、「方」なる敵国が商（殷墟）を攻撃し、また、
「今日」という、時間的にかなり切迫した状況も推
定され、また、「庚」や「虎」という、将軍たちに「方」
を追撃させてもいる。こうした占いがされる時期、
殷墟周辺は、平和でなかったことは確かである。
　また、師組大字類は骨材が主であり、骨材奉納
は一例「丁丑
3198
入（合集20646＝甲2329）」みられる。
横十三丙北支出土で、明らかに「師組大字類」もし
くは「師肥筆」に分類される注⑯。
　字体分類で、師組小字類になると、「扶」「勺
3395・0952
」
「師
3001
」の主要貞人が揃い、占卜に亀材と骨材が併用
されるようになる。また、亀材奉納も盛んになり、
甲尾刻辞がみられるようにもなる。占辞については、
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⑬　前掲⑪『殷墟甲骨分期研究』62頁。
⑭　この『甲編』にみえる甲骨版の出土地点につ
いては、石璋如『（小屯）遺址的発現与発掘・
丁編−甲骨坑層之一』（中央研究院歴史語言研
究所、1985年）による。以下、『甲編』につい
ては同じ。
⑮　「方」については、羅琨『商代戦争与軍制』（中
国社会科学出版社、2010年）217～227頁参照。
⑯　末次信行「卜占用亀骨の貢納制概略（下）」（『千
里金蘭大学紀要・短期大学部』第36号2005
年）13～14頁では「入」骨例として保留したが、
字体による分類が明確になったので、本稿で
は師組の奉納例としておく。
⑰　前掲⑪『殷墟甲骨分期研究』334～338頁。
⑱　前掲⑨『殷代気象卜辞の研究』３～５頁参照。
《略称》
　甲・『甲編』／小屯・殷墟文字甲編（董作賓）／
1948年
　乙・『乙編』／小屯・殷墟文字乙編（董作賓）／
1949年
　合集　　　 ／甲骨文合集（郭沫若ほか）　　／
1978～1983年
《その他》
　〇甲骨文字（初出のみ）に付した四桁のアラビ
ア数字は、姚孝遂主編『殷墟甲骨刻辞類纂』（中
華書局、1989年）の字形總表にみえる番号で
ある。
というべきかも知れない。
注
①　貝塚茂樹「漢字の起源」（『中国の漢字』（中央
公論社、1981年）36～39頁）。また「殷代文化
の考古学的な編年（鄒衡説）のなかで、甲骨
文字がほとんど何の序奏もなく、唐突に発現
する」とのべ、その理由を、武丁時代以後の
殷王朝の活動範囲の急な拡大と文化一般の向
上（鄒衡説）と無関係ではないとした。
②　殷墟内については王震中『商代都邑』（中国
社会科学出版社、2010年）318～411頁、また、
水利関連については、張興照『商代水利研究』
（中国社会科学出版社、2015年）238～240頁参照。
③　江村治樹「先秦都市社会の形成−二里頭・殷
周から戦国へ」（『東洋史苑』81号、2013年）
14～15頁参照。
④　岳洪彬・何毓霊（中国社会科学院考古学研究
所）「新世紀殷墟考古的新進展」（『中国文物報』
2004年10月15日号第７面）。
⑤　前掲③「先秦都市社会の形成−二里頭・殷周
から戦国へ」12～13頁参照。
⑥　同上「先秦都市社会の形成−二里頭・殷周か
ら戦国へ」12～13頁参照。また、胡洪瓊「洹
北商城与中商文化」（『殷都学刊』2009年第３
期）、前掲②『商代都邑』265～293頁参照。
⑦　末次信行「殷代武丁期卜辞に見える「帝」と「下
上」」（『（立命館大学白川静記念東洋文字文化
研究所）漢字学研究』第１号、2013年）参照。
⑧　崎川分類は、崎川隆『賓組甲骨文分類研究』（上
海人民出版社、2011年）による。以下おなじ。
この『乙編』にみえる甲骨版の出土地点につ
いては、石璋如『（小屯）遺址的発現与発掘・
丁編−甲骨坑層之二』（中央研究院歴史語言研
究所、1992年）による。以下、『乙編』につい
ては同じ。
⑨　末次信行『殷代気象卜辞の研究』（京都・玄文社、
1991年）３～５頁。
⑩　孟世凱『甲骨学辞典』（上海人民出版社、2009年）
309～310頁。
⑪　李学勤・彭裕商『殷墟甲骨分期研究』81～84
頁（上海古籍出版社、1996年）。
⑫　両説については、それぞれ黄天樹『殷墟王卜
辞的分類与断代』（文津出版社、1991年）、楊
郁彦『甲骨文合集分組分類總表』（藝文印書館、
2005年）参照。
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卜辞出現の歴史的経緯について

